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研究成果報告           

 

研究課題 発酵玄米（FBRA）の生物活性及び成分に関する研究 

 

研究期間 2015 年 10 月 14 日～2017 年 3 月 31 日 

 

1)研究目的 

発酵玄米（FBRA：Fermented Brown rice and Rice bran with Aspergillus oryzae）は、玄米や米ぬかを

Aspergillus oryzae により発酵させて調製加工した食品である。実験動物を用いた発がんモデル実験にお

いて、FBRA が多種類の化学発がん物質に対して発がん抑制作用を示すことが報告されており、ヒトに

おいても発がん抑制作用を示すことが期待される。一方、FBRA 中の含有成分の化学構造や発がん抑制

作用に関するメカニズム等については未だ明らかにされていない。本研究の目的は、FBRA の発がん抑

制作用に関するメカニズムを明らかにすることである。本研究では、遺伝子突然変異ががん発生の原因

であることから、FBRA の発がん抑制作用機構として、FBRA の抗変異原性について検討した。 

 

2)実施内容 

FBRA のエタノール・ソックスレー抽出物について、in vitro における抗変異原性を微生物を用いた

変異原性試験（Ames 試験）により評価した。また、FBRA の in vivo での抗変異原性をマウスを用いて

試験した（小核試験）。FBRA 投与群では、FBRA を 5%及び 10%含むよう飼育用飼料 MF に混ぜた餌を

小核誘発物質投与の 2 日前から試験期間中に自由摂餌させ、対照群には MF を自由摂餌させた。小核

誘発物質投与の 2 日前から試験期間中の両群の摂餌量を調べ、差がないことを確認した。投与前、投与

24、48 及び 72 時間後にマウスの尾静脈より血液を採取し、網赤血球 1000 個あたり小核を有する赤血

球を計数した。動物実験は京都薬科大学動物実験実施規程に従って行った。 

 

3)研究成果 

FBRA エタノール抽出物が in vitro（Ames 試験）において、doxorubicin（DOX）及び 2-amino-1-methyl-

6-phenylimidazo(4,5-b)pyridine（PhIP）による突然変異誘発を抑制することを見出した。また、FBRA が

in vivo（小核試験）において、DOX、busulfan（BUS）及び bleomycin（BLE）による染色体異常誘発を

抑制することを明らかにした。これらのことから、FBRA が、フリーラジカル生成による DNA 損傷

（DOX、BLE）、DNA 付加体形成による突然変異（PhIP）、DNA 架橋形成による染色体異常（BUS）な

ど複数の作用機序で生じる発がん物質による遺伝子突然変異を抑制することが明らかになった。本研

究で得られた成果は、英文誌 Journal of Functional Foods において発表するとともに、日本環境変異原

学会等においてポスター発表を行った。 
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